







































































































































































































































































































　8  山の木を使ってアドベンチャ （ーアスレチッ
ク？）を作る




　12 四賀一周ロ ドーレ スー











































































































































































































































































































9月21日（水） 第3回役員会 地域包括ケアシステム推進事業について 四賀支所
302会議室




































11月30日（水） 第3回文化財保存活用事業 ・ 看板・パンフレット内容の確認について 四賀支所
第2応接室





































3月28日（火） 第4回役員会 ・ 地域包括ケアシステムについて
・ 全体事業報告
・ 平成29年度役員体制検討
・ 平成28年度・29年度事業について
・ 平成28年度決算見込み
・ 加入団体について
四賀支所
302会議室
写真7
「平成28年度四賀地区地域づくり協議会総会」
平成28年5月12日（木） 松本市役所四賀支所ピナ
スホール
（4）地域の拠点「里の駅四賀マルシェ」の提案
　昨年度、四賀で取り組む中で、地域住民から「地
域の中に人が集い、地域づくりを話し合う場がない。
地域の拠点を作りたい」という意見が持ち上がって
いた。その背景を推察するに、四賀地域内の商店
街や飲食店が人の高齢化や担い手の不足により衰
退し、これまで飲食ができた店も閉まってしまい、商
店がなくなってしまったことから、人々が集う場所が
なくなり、地域内外の人々が出会う機会が少なく、寂
しいコミュニティとなっていると考える。そういった課
題から、地域住民と共に地域の拠点になり得そうな
場所を探す中で、立地的条件や活用方法に見合っ
た場所が見つかった。そこは以前、農協のJA四賀
支所が管理していた簡易型スーパーであり、日用品
や青果や生肉、鮮魚などの販売を行っていた。ここ
は数年前に閉店し、現在は、一部JAの事務所とし
て使っているだけで、スーパーであった広いスペー
スは何も使っておらず、空いたままであった。そこを、
地域づくり協議会長であり、四賀地区町会連合会
会長である大澤好市氏からJAに貸してほしいと依
頼したところ、JA側は地域のために使っていただけ
るなら、ぜひ使ってほしいと言ってくださったのだ。そ
こで、私が旧JA販売所をどのようにして活用してい
くかをまとめた事業計画書を作成し、里の駅「四賀
マルシェ」を核とする地域づくりを企画提案させてい
ただいた。この企画書を作成するにあたり、私が学
生時代にまちづくりに携わった松本城下町の上土
商店街での活動経験を参考に、コミュニティカフェを
ベースとする拠点づくりを目指した。この企画書を
持って、
JAへ改めて依頼に行き、借用について承諾を得た。
そして、地域づくり協議会としてどのように運営して
いくかを考えていこうとしたのだが、JA側からは使
用料として月5万円はいただきたいと申し出てきたた
め、地域づくり協議会の予算不足のためこの話は
断念せざるを得なくなってしまった。
　里の駅四賀マルシェ創設による地域内外をつな
ぐ様々な機能を集約して利用者に提供する場づくり
が必要となる。
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3．事業の取り組みからの考察と成果・課題
　平成27年度から28年度まで四賀地区に入り、地
域住民と交流を深めつつ、調査研究を進めてきた
わけだが、なかなか目に見えるような形で地域が
変わったという印象は受けづらいというのが正直
な感想である。しかし、2年間の活動の中で、四賀
地区は地域の魅力がたくさんあると感じ、そういっ
た地域だからこそ東京や神奈川などをはじめとす
る都会や県内外から四賀へ移住してくる方も多い
のだろう。そういった移住者である新住民と元々四
賀に生まれ育った旧住民との関係を持たせるべく、
「四賀地区のこれからを考えるワークショップ」や
「四賀にきましょ」のイベントの開催を通じ、新旧
住民の出会いのきっかけづくりにはなったであろう。
そして、移住者が見たもの、感じたものといった四
賀の魅力を旧住民との共通認識として捉えられる
ような機会や場づくりができたことは、今後の四賀
の持続可能な地域づくりに向けては大きな成果だ
ろう。しかし、まだまだきっかけづくりでしかない部
分も多く、地域住民が主体となって地域の将来を
見据えながら、ワークショップや地域のイベントの
開催をはじめとして、様々な活動に取り組むことが
重要であり、四賀地区の将来像を住民自身が共通
認識として持ち、地域のことについて考え合い、話
し合う場が必要であり、自分たちが暮らす地域に
ついて学習する機会が大切である。
4．今後の展望
　来年度をもって、私自身の地域づくりインターン
シップ戦略事業においての契約任期が終了となる
が、来年度以降の展望を述べたい。まずは、私個人
の思いとして、これまでの四賀地区での活動のなか
で多くの人々に出会い、たくさんの人脈ができ、人
と人との関わりの大切さを改めて強く感じた。
　そして、四賀地域の将来を見据えたうえでの展望
は、これまで２年間の取り組みの中で、地域住民の
ニ ズーに対して課題解決すべく、I・Uターンによる
移住者と地元で昔から暮らす住民同士が力を合わ
せ、持続可能な地域を目指しながら、地域課題の
解決へ向け、取り組んでいくことが大事であろうと
感じた。今後においても自分自身が新旧問わずの
地域住民の方 と々の交流を図りながら、地域の人々
をつないでいくコーディネーターの役割を担えてい
けたらと考えている。
資料10）
「四賀地区の将来像描く 新旧住民が意見交換」
（市民タイムス 平成28年6月21日）
資料11）
「移住者と以前からの住民 意見交換 四賀の良さ
どう高める」（信濃毎日新聞 平成28年6月22日）
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資料12）
「農業生かして四賀に活力 住民がワークショップ」
（市民タイムス 平成28年8月29日）
資料13）
「地域に根差した農業議論活発に 四賀のこれか
らを考える」（タウン情報 平成28年9月3日）
資料14）
「四賀でクラフトまつり 22日手工芸や特産品PR」
（市民タイムス 平成28年10月14日）
